
2001 年～ 2015 年

「ＭＤＧｓ」
ミレニアム開発目標
（Millennium Development Goals）

8 ゴール・21 ターゲット
発展途上国の目標
国連の専門家主導

2016 年～ 2030 年

「ＳＤＧｓ」
持続可能な開発目標

（Sustainable Development Goals）

理念 「誰一人取り残さない」
17 ゴール・169 ターゲット
すべての国の目標
国連全加盟国で交渉
実施手段も重視（資金・技術等）
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10 月 6 日、本店 9 階多目的ホールにおいて、SDGs の理解を深めることを目的に、役員・執行役員、部・室長、プロジェク
トマネージャーを対象とした、SDGs 講演会を開催しました。

講師には、九州電力㈱ コーポレート戦略部門 ESG 統括グループの藤丸グループ長、二宮副長、稲光担当をお招きし、「SDGs
の基礎知識と SDGs への貢献の実践に向けて」をテーマに講演をしていただきました。

【講演要旨】
◦�九電グループ CSR 重要課題の解決に取り組むことが、SDGs の実践に繋がる。
◦�当社の火力・原子力・再エネ事業では、SDGs の項目とする「7. エネルギーをみんなに そしてクリーンに」、「9. 産業と技術

革新の基盤をつくろう」、「11. 住み続けられるまちづくりを」、「13. 気候変動に具体的な対策を」の 4 項目が取り上げられる。

講演会終了後には、SDGs の認知拡大や SDGs に対す
る社内意識の向上を目的として、出席者に SDGs バッジ
を配付しました。

全ての目標を達成するのではなく、まずは現時点で
SDGs に該当する取組みを強化することが重要です。また、
当社だけでの解決が難しい場合は、他社と協力しながら
SDGs の実現に向けて取り組んでいくことが大切です。

SDGｓ講演会の開催について

▲�他社の具体的な取組みを聴きながら、当社で何ができるのか
考える出席者

▲�配付されたSDGｓバッジ

レインフォレストアライアンス認証 MSC認証 FSC認証

◆SDGs達成すべき17のゴール

〈認証マーク一例〉

経営企画部
総務部

最近、よく耳にする「SDGs」ですが、「すごく難しそう…」「単語は知っているけど、何をすれば良いの？」
と思っている方も多いのではないでしょうか。今回は、SDGs のことを少しでも知って欲しいと思い、基礎
知識や私たち個人が取組めることをご紹介させていただきます。

「SDGs」とは、日本語で「持続可能※な開発目標」と言います。2015年の国連サミットで採択された「持続可能な
開発のための2030アジェンダ」の中で掲げられた国際目標です。
※持続可能…将来世代のニーズを損なうことなく現代世代のニーズを満たす発展

SDGs には全部で169ものターゲットがあり、これを達成するために取り組むのは国であり、企業やNPO・NGOであり、私たちです。
つまりこの世界で生活する個人それぞれが取り組むことが大切です。難しく考えず、まずは身近なことから取り組んでみませんか。

身近なＳＤＧｓ、実はこれもＳＤＧｓ
◦エコバックやマイボトルを持ち歩く
◦地産地消のものを購入する
◦振込用紙を使わず、オンライン決済で振込
◦取組みをSNSで拡散
◦健康でいる
◦防災対策をする　　etc…

更に…意識してみよう！
◦認証マーク入りの商品を購入する

SDGsとは

「SDGs」の前身「MDGs」
もともと、「SDGs」には、前身となる「MDGs」がありました。2000 年に採択されたMDGs は一定の成果を収めたものの、
未達成の課題も多く残りました。そこで「MDGs」が期限を迎えた2015年に、発展途上国・先進国を問わず、世界全体が取り組む
べき新たな目標として策定されたのが「SDGs」です。「MDGs」が政府や地方自治体など行政の努力を念頭に置いていたのに対し、
「SDGs」は企業やNPO・NGOなど民間セクターも含む、地球上のすべての人・組織による取組みを求めています。

2021年度 上期コンプライアンス委員会を開催
10 月 22 日、本店において、2021 年度上期コンプライアンス委員会を開催しました。委員会には、佐々木社長、藤本副社長、

財津常任監査役、谷監査役に加えて、社外委員である九州電力㈱の遠藤取締役監査等委員、林田上席執行役員、岡田上席

執行役員、当社の森山顧問弁護士と労働組合の原田本部執行委員長

にご出席いただきました。

委員会では、2021 年度上期コンプライアンス活動実績や相談

窓口への相談実績等を共有しました。コンプライアンス違反は

場合によっては社会に与える影響も大きく、会社にとって重大な

リスクとなることを再確認しました。

委員会でいただいた貴重な意見をもとに、経営管理部では新たな

取組みや工夫を日々重ね、今後も社員一人ひとりのコンプライ

アンス意識の更なる向上や適正な業務運営につながる取組みを

継続していきます。

経営管理部

▲�2021年度上期のコンプライアンス活動実績を振り返る出席者

「フィッシュファームみらい合同会社」を設立
当社は、九州電力㈱、ニチモウ㈱、㈱井戸内サーモンファームと共同で、九州

電力㈱豊前発電所内敷地を活用した九州最大規模のサーモン陸上養殖場の事業化

のため、10 月 1 日、「フィッシュファームみらい合同会社（以下、「FF みらい」）」を

4 社で設立しました。

今後、FF みらいでは、サーモン養殖場の建設をすすめ、2022 年度から

「みらいサーモン」を生産、販売する事業の開始を目指します。この事業を通じて、CO2 の削減や海洋資源の

保全など SDGs の貢献に取り組んで参ります。

▲会社ロゴ

11 月 1 日、本店 9 階多目的ホールにおいて、九州電力㈱林田上席執行役員を

お迎えし、当社の本店グループ長等と「九電グループカーボンニュートラル

ビジョン 2050」をテーマに対話を実施しました。

九州電力㈱では、毎年、経営トップ層とグループ会社社員が経営の方向性や

課題を共有するとともに、社員の生の声を聴き取り、共通認識の形成を図ることを

目的として、経営トップ層とグループ会社社員との対話活動を実施しています。

冒頭、林田上席執行役員から当該テーマの説明があり、また、当社社員から、

再生可能エネルギー

分野拡大など脱炭素

社会の実現に向けた取組みについて質疑応答がありました。

火力・原子力分野のみならず、新規事業のアイデアなど

幅広い議論を深めたことによって、出席者は、九電グループが

今後進むべき方向性を確認することができました。

今回の対話を通じて、これまで以上にグループ会社一体

となり、九電グループのビジョン達成に貢献できる企業を

目指します。

九州電力㈱経営トップ層との対話を実施 経営企画部

▲共通認識の重要性を述べる林田上席執行役員

▲脱炭素社会の実現に向け熱心に対話する出席者


